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Vol.1 デジタル撮影でのワークフローについて
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一眼レフデジタルカ
メラでの撮影ワ
ークフロー

写真業界の中で普及めざましいデ

ジタルカメラですが、その種類や精

度は様々で、コンパクトタイプから

一眼レフタイプや、高精度のカメラ

バックタイプなど実に多様な種類の

カメラがあります。

業務で写真を撮影する者にとって

最も身近であり、入手しやすいカメ

ラが一眼レフタイプと呼ばれるデジ

タルカメラだと思われます。これら

は最近では画素数にして2000万画素

を超えるものもあり、使い方によっ

ては実に高精度の画像を記録するこ

とが可能です。

デジタル一眼レフカメラはどのよ

うな運用（ワークフロー）をするか

ということで異なった性質・精度を

持たせることが出来ます。銀塩フィ

ルムカメラとの比喩で説明するなら

ば、35mmカメラ、中判カメラ、シ

ートフィルムを用いる大判カメラの

ワークフローにたとえられます。求

める精度・用途によっては一台のカ

メラが銀塩での様々なフォーマット

に値すると言うことです。

35mmカメラとして運用
JPEG撮影を主体にして、カメラ内の

メモリーカードへ記録

撮影スタイル デジタル一眼レフカ

メラをそのまま従来の35ｍｍカメラ

として用いる方法です。撮影時にラ

イティング、露光を十分追い込んで

JPEGを主に撮影します。基本的な撮

影技術として、ライティングなどに

配慮することは当然ですが、得られ

るデータ後の補正がきかないJPEGで

ある以上、デジタルカメラの仕上が

り設定を追い込んでおく必要があり

ます。ホワイトバランス・カメラ内

現像設定（ピクチャースタイルやピ

クチャーコントロールと呼ばれる設

定機能）・ハイライト階調処理・シ

ャドウ階調処理・シャープネスほか

を次工程で処理しやすいデータを得

られるように設定しておく必要があ

ります。

撮影後はカメラ背面の液晶モニタ

でフレーミングとフォーカスのチェ

ックを行い、ヒストグラム表示でハ

イライト、シャドウの状態を確認し

てください。

またJPEG＋RAWの同時記録を行っ

ておくことで、撮影時のミスを救済

することも可能となりますのでデー

タの保管容量や記録容量に余裕のあ

る環境である場合はJPEG＋RAWの撮

影・保管をおすすめしておきます。

※なお、カメラ設定が全くわからないとい
う場合は、標準とかスタンダードという基
本設定のままで、撮影時のホワイトバラン
スと露出に注意して、できるだけ画像処理
を行わないデータを最終出力形態にするこ
とがベターとなります。画像サイズ（解像
度設定）は最大、画像圧縮は高画質（ファ
イン）、ホワイトバランスはカスタム（ユー
ザープリセット）など撮影時の光にあわせ
る、露光量はハイライトが飛ばないように、
フォーカスがきちんとあっていて、ブレが
ないデータであれば、それほどおかしな結
果にはならないはずです。
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中判カメラとして運用
EPSONのビューワーを用いた中判カ

メラ的なフロー

RAWデータを主にして、カメラ内の

メモリーカードへ記録、場合によっ

てはパソコンあるいはストレージビ

ュワーに転送記録併用します

撮影スタイル EPSONのP7000とい

うストレージビュワーを利用したリ

モート撮影の例です。このセットは、

カメラ背面液晶よりも大きく高品質

なモニタでライブビューを確認しな

がらリモート撮影が可能なことです。

ニコン、キヤノンのライブビュー機

能がついたカメラでないと活用でき

ないのですが、慣れると大変快適な

撮影が行えます。設定によって、

RAWデータをカメラ内メモリーカー

ドに、JPEGデータはP7000にという

ような保存が可能ですから、バック
アップも同時に行えるという点もメ
リットです。P7000から絞りやシャ

ッターの設定、シャッターレリーズ

という操作ができますので、フレー

ミングを決めておけば、P7000が液

晶モニタ付きカメラリモコンという

感覚で撮影が進行します。なお、撮

影時の設定や、撮影後の注意は上の

35mmカメラ的なフローと同様です。

中判カメラ的な使い方となります

ので、フィールドにおいてもある程

度の精度を持たせたピント合わせや

RAWデータをメインとした記録方法

が可能となります。35mmカメラ的

フローとは逆に、RAWデータ記録が

メインとなり、補助的にJPEGデータ

を記録して行く流れです。

大判カメラとして運用
パソコンと直結した大判カメラ的な

ライブビュー撮影のフロー

RAWデータをパソコンに転送記録

撮影スタイル パソコンとUSBケー

ブルなどで接続して、ライブビュー

機能を活かした撮影形態です。例に

挙げた写真は35mm一眼レフタイプ

のデジタルカメラですが、中判カメ

ラ用のデジタルカメラバックは基本

的にこの形態となります（最近では

カメラバック内にメモリーカードを

セットしてそれだけに保存する方式

もありますが）。パソコンモニタ上の

大きな画面で画像細部や詳細なピン

トを確認しながら撮影できますので、

最終仕上がりのシミュレーションも

容易です。ただし、機動性は損なわ

れるので、まさに4×５カメラ的な使
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い方となります。

この方式の便利さは、レイアウト

ソフトなどで印刷仕上がりラフなど

を用意しておき、撮影直後に貼り付

けて確認するといったことが可能で、

DTPによるリアルタイム制作という

ことにも対応可能なのです。また、

そこまでの即時性を求めなくても、

大きな画面で仕上がりチェックでき

ることは、撮影者としては安心でき

るフローでもあります。

中判カメラ用デジタルカメラバッ

クのほか、35mm一眼レフタイプで

もニコン、キヤノンはこのためのソ

フトウェアを用意しておりますので、

中級クラス以上の機種で利用できま

す。1200万画素以上の一眼レフタイ

プであれば、画素数的にも十分とは

いわないまで実用上問題は少ないで

しょう。

なお、デジタルカメラバック選択

のポイントとして、これらのカメラ

は基本的に画素数が多いのですが、

それよりも画素一つ一つのサイズが

大きい点が高品質の要素となります。

撮影データはRAWデータを主に用い

ます。カメラメーカー製のキャプチ

ャーソフトや、AdobeのPhotoShop

ファミリー、あるいはSILKYPIXなど

汎用のRAW対応ソフトなどを併用し

て取り込み、整理、編集という流れ

になります。RAWデータの現像方法

や、変換するファイルフォーマット

などの基本的なノウハウもあわせて

学習することをおすすめします。

撮影後のワークフロー

撮影後のデータ取り込み時の注意
○一般的な方法

・カメラとパソコンをUSBケーブル

で接続（カメラバックタイプはUSBでは

なく、ファイアーワイヤー接続のものも

あります）する。カメラのUSB設定

はマスストレージモードと、

MTP/PTPモードとあります。マス

ストレージモードはカメラ内のメ

モリーカードをパソコンに外部ス

トレージとして認識させるもので

す。PTPはピクチャー・トランス

ファー・プロトコルの略で、画像

を転送する規格です。MTPはメデ

ィア・トランスファー・プロトコ

ルの略で、PTPの上位規格として

動画転送にも対応しております。

・メモリーカードを取り出してカー
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ドリーダー経由でパソコンへ（ほか

にワイアレス機器を用いて転送する方法

もありますが、今回は割愛します）

・使用するパソコンのＯＳによって、

設定するUSBの転送モードが異な

りますので、カメラの説明書を参

照してください。

データ保管 撮影したデータは、

RAWデータとともに、 TIFF や

JPEG(RAW＋JPEG撮影ならば撮影時のJPEG

データ)などの汎用画像形式に現像し

たデータを、わかりやすい場所、あ

るいは決められた場所にコピーしま

す。最低限の方法として撮影日、場

所、内容などがわかりやすいフォル

ダー名をつけるなどといった、ルー

ルを決めておくことが必要です。

出来れば、保管場所・メディアが

分かる記述を入れた画像データベー

スを構築して登録管理することをお

すすめします。

画像データは複数の場所やメディ

アにコピーを保存しておくことで、

画像消失の事故は防げますが、この

部分もルールをきちんと作っておき

ましょう。

ソフトウェアによる画像の転送や表
示、閲覧、順位づけ、管理
・Windowsや、MacintoshのOSが持

っている機能を利用して、画像の

転送や表示を行う方法。JPEGだけ

のデータであれば、OSの機能で転

送や閲覧が可能ですが、編集や順

位付けなどは制約があります。

・カメラ付属のソフトによる転送や

表示、閲覧、順位づけ、管理を行

う方法。

キヤノンのカメラ

EOSユーティリティ、DPP、ズ

ームブラウザー、イメージブラ

ウザーなどを利用して整理をお

こなう。

ニコンのカメラ

ニコントランスファー、ビュー

ＮＸ、キャプチャーＮＸ２（有

償）などを利用して整理をおこ

なう。

・画像処理ソフトによる転送や表示、

閲覧、順位づけ、管理を行う方法。

代表的なものに、 A d o b e ・

Photoshopがあります。アマチュ

ア向けのエレメンツ、業務用の定

番として用いられるPhotoshop、

そして画像管理にポイントをもつ

Loghtroomというフォトショップ

ファミリーが用意されております。

画像データベース機能を持つソフ

トの場合、画像管理も同時に行え

るメリットがありますが、操作の

取り決めをきちんと設定しておく

必要があることと、一度決めたル

ールを守ることが重要となります。

最低でも数年間は同じルールを使

用するという意識を持ってルール

を策定してください。

参考：Adobe社以外の画像編集ソフ

トも数多く登場しており、特

にWindows版ではフリーウェ

アも含めて結構な種類が存在

しております。経費をかけず

に無料のソフトなどを利用す

ることも可能ですが、OSの進

歩に伴って進化してゆくもの

を選びましょう。

ソフトウェアによる画像の整理 取

り込んだ写真データを一覧表示し、

選択、マーク付け、順位付けなどを

行うソフトをフォトブラウザーと呼

びます。写真編集ソフトと一緒にな

っているものや、セレクトに特化し

たものなどいくつかの形態がありま

すが、基本的なインターフェースは

ほぼ同じといえます。カメラに付属

のソフトや、体験版を用意している

ものがほとんどですから、数日から1

ヶ月ほど使用してみることができま

す。ソフト選択に時間がある方はぜ

ひ体験してみてインターフェースな

どをチェックしてみることをおすす

めします。

今回のレポートの末尾にさまざま

なソフトウェアのキャプチャー画面

と、簡単な紹介を掲載しています。

参考にしてください。

デジタル一眼レフカメラの運用とは
今回ご紹介したように、デジタル

一眼レフカメラとはその運用によっ

て、様々な精度の画像を取得するこ

とが出来る機材なのです。組み合わ

せるセッティングによっては、大判

フィルムカメラに匹敵する画像から

35mmフィルムでの研究資料用写真

やメモ的な写真まで、様々な用途に

利用できるということです。

文化財分野の写真業務には実に

様々な形態があり、それぞれに応じ

てこれまで使い分けてきたフォーマ

ットと同じく、デジタル撮影にのぞ

むのであればワークフローの使い分

けが必要となります。

＜文化財写真技術研究会

デジタル部会＞

執筆：玉内公一ほか
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iPhotoiPhoto
アップル社製の写真管理ソフト

マックに同梱されています。上位

ソフトとして、アパチャーという高

機能画像管理ソフトも販売されてい

ます。

BridgeCSBridgeCS５５
Adobe社のPhotoshopに付属するソ

フトです。

本来は複数ソフトの橋渡しをする

目的のものですが、写真のブラウズ

や管理の定番的な評価があります。

LightroomLightroom
フォトショップファミリーのソフ

トで写真の管理からプリントアウト

まで一貫した作業を受け持つソフト

です。

画像データベース的な考え方のソ

フトウェアで、一度登録するという

工程があるため、若干好き嫌いの評

価が分かれるソフトです。
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PicasaPicasa３３
Google社が提供している無料ソフ

トです。

パソコン内の画像をすべてを自動

的に登録する機能を持っており、ネ

ットワークへのアップロード機能な

どが充実しています。

CaptureONECaptureONE５５
デンマークのフェーズワン社が販

売する業務用ソフトです。

フェーズワン社のデジタルカメラ

バックだけでなく、普及している多

くのメーカーの35mmデジタル一眼

レフカメラのRAWデータを閲覧、現

像処理することができます。

SILKYPIXSILKYPIX
市川ソフトウェアラボラトリー社

の国産のRAW現像ソフトです。

高機能。多機能な現像処理が高く

評価されています。
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ニコンビューニコンビューNXNX
ニコンのデジタルカメラに付属す

るソフトです。

画像のブラウズや順位付け、簡単

な編集機能を持っています。

キヤノンキヤノンDPPDPP（デジタルフォト・プ
ロフェッショナル）

キヤノンのデジタル一眼レフカメ

ラに付属するソフトです。

RAWデータの編集を主にしたもの

で、より簡易なズームブラウザーと

いう別ソフトも同梱しています。

ゾナーゾナー
チェコスロバキア製の汎用画像管

理閲覧ソフトです。

Windows版だけであるが、比較的

安価で高機能なソフトです。


